
今帰仁村第８期障害福祉計画・第４期障害児福祉計画策定業務委託仕様書 
 
 
１．業務名 
　　　今帰仁村第 8期障害福祉計画・第 4期障害児福祉計画策定業務委託 
 
２．業務の目的 
　　　本業務は、「今帰仁村第 7期障害福祉計画・第 3期障害児福祉計画」（令和 6年
度から令和 8年度）の計画期間が令和 8年度をもって終了することから、令和 9
年度から令和 11年度までを計画期間とする、次期計画の策定を目的とする。 

　　　次期計画の策定にあたっては、現行計画の進捗状況を検証するとともに、国が定

める基本指針に基づき、今帰仁村の第 8期障害福祉計画と第 4期障害児福祉計画を
一体的に策定する。 

 
３．履行期間 
　　　契約締結の日から令和 9年 3月 19日までとする。 
 
４．業務内容 
　　　受注者は、下記に定める業務内容を実施するものとする。また、今後、発注者が

必要と認められる業務が発生した場合は、協議のうえ、速やかに実施するものとす

る。 
 
（１）統計資料の収集及びまとめ 
　　　　障害者・児の障害種類別の人数・年齢、障害の程度、障害福祉サービスや障害

児支援サービスの利用状況、地域生活支援事業の実施状況等計画にかかる各種統

計資料を収集し、資料から見える障害者・児の現状等について取りまとめる。 
（２）現行計画の点検・評価 
　　　　現行計画における成果目標や活動指標の達成状況とともに、地域生活支援事業

の目標達成や実施状況について、関係課等への進捗状況報告依頼やヒアリング等

の方法により把握し、その評価を行う。 
（３）計画の立案 
　　　　上記（１）、（２）を踏まえるとともに、障害福祉計画・障害児福祉計画にかか

る国の基本方針に基づき、下記の事項について立案する。 
　　　①成果目標の設定及び成果目標達成の方策 
　　　②活動指標の設定及び活動指標達成に関する方策 
　　　③地域生活支援事業の種類ごとの量の見込みと実施に関する事項 



（４）会議等の運営支援 
　　　　策定委員会（2回程度開催予定）への担当者の参加、策定委員会運営に関する

事務局への必要な助言、資料提供、議事録作成等、その他、運営に係る必要な支

援を行うこと。 
 
５．成果品 
　　①今帰仁村第 8期障害福祉計画・第 4期障害児福祉計画 
　　　Ａ４版／50部、表紙：カラー、本文：一色、60ページ程度 
　　②上記成果品の原稿の電子媒体（ＣＤ－Ｒ等） 
　　　※電子媒体の原稿については、マイクロソフト社製「word」「Excel」等を使用

して、閲覧及び修正が可能な形式を用いること。また、ホームページで公開、

閲覧できるようＰＤＦファイルも含む。 
 
６．その他 
（１）今後、新たに国や県より計画策定に関する指針等が示された場合に、当該指針

等を踏まえた業務内容及びスケジュールが変更されることがある。 
（２）本業務によって得られた著作権及び成果品の帰属は、すべて今帰仁村とする。 
（３）本業務の詳細・日程等の管理については、村と十分な打ち合わせを行うこと。 
（４）本業務に関連して知り得た情報を第三者に漏えいしてはならない。 
（５）国が示す最新の情報等に基づき業務を遂行すること。 
（６）本業務は成果品の検査合格をもって完了とする。 
（７）受託者は、本業務の遂行に当たって、管理責任者等を選任し、今帰仁村の指示

に迅速に対応できる業務体制を組むものとする。また、管理責任者等は、障害福

祉計画等の障害者福祉分野における計画策定業務に関する知識を十分に有する

者とする。 
（８）収集した個人情報を含む資料については、今帰仁村個人情報保護条例の規定に

従い、適切に取り扱うこと。また、本業務完了後に、電磁的・紙媒体を問わず、

データの復元が不可能となるよう適切に処理すること。 
（９）本仕様書に定めのない事項や業務の遂行に当たって疑義が生じた場合について

は、村と協議のうえ決定すること。 


